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【目的】 
 ロシア連邦は，北方系の森林を有し，シカ類やイノシシ（Sus scrofa），クマ（Ursus arctos）な
どの大型獣が多く生息していることが知られている．しかし，現代ロシアにおける狩猟の実態や狩
猟制度に関する情報は，日本においてこれまで殆どなかった．日本と野生動物の生息状況が類似す
るロシアの狩猟管理体制について調査することで，日本の狩猟管理体制を整備するための，有益な
情報が得られると予想される． 
 そこで本研究では，日本でこれまで未知だった，ロシアの狩猟管理制度の特徴をまとめるととも
に，Putman (2011)が，法的，行政的に 5つのモデルに大別した，西欧諸国の狩猟管理制度と比較
することで，西欧モデルの中での位置づけを明らかにすることを目的とした．また，ロシアの狩猟
管理制度の特徴をまとめた上で，日本で参考にできる点について考察を行なった． 
 
【方法】 
2014年 7月 30日から 10月 27日及び，2015年 9月 29日から 10月 25日の期間，ロシアアム
ール州ブラゴヴェシチェンスク（図 1）にある国立極東農業大学，狩猟団体，猟区経営会社，地方
行政機関，狩猟資源を利用する民間企業において，各団体組織の概要，事業・取組みに関する聞き
取り調査を行なった．また，大学生の専門職への就職希望度を明らかにするため，狩猟学を専攻す
る４年生に対してアンケートによる就職希望調査を行なった．連邦法，鳥獣統計，については現地
で取得した資料及びウェブで公開している情報をもとに文献調査を行なった． 
 
【結果】 
 ロシア狩猟管理を西欧の狩猟管理モデルと照合すると，行政職員が猟区の捕獲頭数割当を設定す
るが，直接的な現場管理は猟区管理者に委任されるため，トップダウンとボトムアップが融合した
複合的な狩猟管理体制が構築されていると考えられた．さらにロシアにおいて狩猟は，娯楽性が高
く，鳥獣肉や毛皮等の狩猟資源の市場流通も活発であり，ビジネス性の高い活動であることがわか
った．これは狩猟の経済的な機能を国が認識し，旧ソ連時代から統一された狩猟管理体制を国内に
整備してきたためであると考えられる．このような社会的背景により，ロシアの狩猟管理体制がビ
ジネス性を持って形成されてきたことで，現在の西欧モデルにおける複合的な管理体制が形成され
たと考えられる．しかし，ロシアにおける狩猟管理の現状については課題も多く，全国的な財政難
から，人材と資金が確保できず，十分な管理が行なわれていない地域も多数あると言われている．
さらに，学生に対するアンケート調査の結果から，狩猟管理に専門的に携わる職業は収入が他の一
般的な職業よりも低いため，敬遠される傾向にあることがわかった． 
 日本では，持続的な狩猟資源利用による鳥獣管理体制を整備する上で，ロシアのシステムは参考
になると考える．しかし，現在のロシアが抱える課題から，持続的に狩猟による鳥獣管理を維持し
ていくためには，手法論を議論するだけでなく，狩猟の社会的な評価を上げていかなければ，管理
に携わる人材を育成・確保していくことは難しいだろうと考察された． 
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